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35甘ディ
ーゼル電気機関車に就いて

牧 野 田 括*

35-tOn HitachiDiesel-Electric Locomotive

By HiroshiMakino血I

HitachiWorks,Hitachi,I,td.

Abstract

The rapid rate of developmentandpopularization ofDieseトelectriclocomotives

witlleSSedinEuropeand Americaoflateparticularlyattractinganincreaslng atten-

tion of allindigenous tra侃c enterprlSeS both ofBcialand private･At this time,

Hitachi,Ltd,has recently completed thefirst Diesel-electriclocomotiveinpostwar

JaI)an.

ThelocomotivewasbuiltfortheMuroranIronWorks,Fuji‡ronandSteelMfg･

Co.,tO be used forthe haulage of mould trucks･Itis designedilldouble plant

locomotivetype,equippedwithtwo130HPDieselenglneS･Amongseveraldistinctive

featuresitincorporates,itmaybeworthmentioningthatforthemain generatoris

useda蝕1ⅩdifferenLialtypespecialexciterofHitachi,suniquedesign,WhidlenSureS

idealperformance for this type of job.

Tllisarticledetailstheconstruction,Operation and performance of thislocomo-

t行e.

日立製作所に放ても予てから 気伝達方式の研究を続

〔Ⅰ〕緒 盲

デイトセル機関車､特に中容量以上のものに於ては殆

葦どデイー‥ビル電気室 道1.カ専 機関車として最も防

れていることほ贅言を要せず欧米最近の機関車製作の殆

ど経てがこれである事実によって明かであろう｡

しかし燃料事情､輸送条件の異なる我国にそのまゝ適

合するか古かほ検討を要する面もあろう｡今次大戦のた

め昭和10年頃2,3の誕生を見たデイ←ゼル電気機関軍

油入手難のため中絶のやむなきにいたった.二.蔵後

の見透しが得られるに及び当然接拡すべ

きものであった｡

そもそもデイ←ゼル機関車発達の成否は､車軸朋とし

て信頼度高い高速軽量なデイ←ニビル機関及び高能

な動力伝達

軽量

置を安価に得られるか否かにかゝつてい

亡ナつゝあったが､今回こゝに紹介する
35t ディーゼル

気 華にこれを実現するの機を得､鋭意製作を急ぎ

戦後我国デイ←ゼル

の栄を得た｡

√
･

､ 関軍の第1号として登場する

流体接手の進歩発展も又見るべきものがあり､次第に

その領域を大容量に伸展しつゝある

関軍は以下説明するように主発電

が深い｡未35t機

以下の動力伝達用

機を2粗搭載したDoublePlantI･OCOmOtiveとして設

計され､従って1基当りの出力としてほ可成り小容量に

し､これを 気式伝達方式によって完成を見たことは

日立伝達方式の卓越性を示すものといさゝか自負すると

ころである｡

オこ機 尊は冬季寒気きびしい北海道室蘭の富士製鉄株

式会社室蘭 鉄所に於ける 銅工場の 含車輪送機関

る｡今日欧米に於てデイ←エビル 荒磯関∃ミが驚異的発展

を見たのは実に以上の条件を満足するに足るものが得ら

れるようになったことの賜であると考える｡.

*
日立製作所日工工場

串として就行されるもので､苛酷な入換運転に適応し冬

季にあっても穣一 串の起動を容易ならしめるよう設計上

の考慮が払われている｡

太閤 帝の特長の概略を述べれば次の如くである｡



効

(1〕入換用機関車として､牽引荷重の多寡に応じ有

能高且 運転に適するようディーゼル機関2基を具え

たDoublePlantI-OCO.となっている｡

(2〕ディーゼル電気楓 車の生命ほ起動から高速道

宏に至る全走行範掛こ亘ってディーゼル横臣 の出力を

100%主電動機に伝達し得るような電気方式であること

である｡本機関車は日立特許になる磁 差動式特殊励磁

磯を用いて迂回転の機関により駆動される主発

圧特性を路々双曲線としてあるから､極めて容易

にディーゼル機関出力を有効笹利用することが出来る｡

(3)機関車起励時又ほ特に低速運転を要する場合に

ほ 磁弁による空気操作によつ

簡単にデイ←ゼル楓

て機[ の調速機を調速し

を中間回転iこて定速回転となし得

る｡

(4)制御､灯回路電源及び励磁磯励磁､蓄

尉電源として低電圧

｣特許になるHL発

源を要するので､このために日立

方式による可変速度売電庄発電機を

具え､励磁磯と共に主発 機枠上に設置されて発電華

よりⅤベルトで駆動する如くなっている｡

(5) ディーゼル

軸

気機関軍としての信頼性ほ一にか

かつてディーゼル機関に依存し､このため特に本機

ほ革朝周として国鉄標

尊

形であり経験済のDMIi17Aを

軌､た｡従って消耗部品の互換性及び入手も極めて容易

である｡

尊由 配 置‖.

運転整備時重量‥.

‥.入換用

‥.B-B

35,0001くg

】,067コユm

長(連結面聞)‥
‥10,350mln

3,2SOmm

全 巾.‥..‥

心皿間距離‥

固定車址巨離‥

2,500mm

5,400工n工n

2,200mm

動 輪 径……………………….860工nm

燃料油量.

潤滑油量.

冷却7k量.

機関車性能

最大牽引力(25%粘着係数)‥
.‥8,750kg

一時間定格牽引力..‥…

最高速度...

一時間定格速変..‥

最小曲線半径...

‥5,3601ig

23kⅡl/br

9.55km/br

.24m

デイ←ゼル機関…………‥DMH17A塾､2台

出 力･･川
･130fIP(,1,400r.pJn.)

連続定格出力...‥‥

電圧､電流､回転数‥‥250V,280A,

励 磁 機‥.

完

電圧､ 流､回転数……15V,40A,

補助発電機‥.

連続定格出力..‥

電圧､ 流､回転数….65V,46.2A,

主電動機.‥

.2
台

.70kW

l,400r.p.m.

.2
台

.0.61{W

2,500r.p.m.

.3l{W

2,500r.p.n.

一時間定格出力‥. ‥371くW

電圧､ 流､回転数….2EOV,168A,1,250r.p.m.

式､箇数……‥VEKI.-15,●24箇

性能･‥･･･48V,330AH(5時間率)

制御方式･‥･･･電磁式及び電磁空気式間接制御

磁束差動特殊励磁式

制御 庄…………………………‥48V

ブレーキ装置‥‥SM-3塾直通空気ブレーキ､

ねぢ式手ブレーキ

第1図

35t ディーゼル電気機関車

Fig.1.

35tDieselElectricLocomoti∇e

1軋
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35t デ イ ← ゼ ル 電 気 機 関 車 寸 法 図

Chief D血ensions of35t DieselElectric Locomotive

本機関 に於ては以上の諸条件を何れも満足せしめる

〔ⅠⅠⅠ〕機械 部 分

デイ←ゼル電気機関草の機械部分の設計i･ま､次の諸点

に特に考憲を払わねばならない〔=.

して適当なデイ←ゼル機関の選定は最も肝

要で､馬力当りの 量､容積小に､振動少く､同時に

苛酷な長期俊.閂に耐え､燃料及び潤滑油の消費量少く､

且つ部品の互換性､補充が確保せられる如きものでな

ければならぬこ､

(b〕ディーゼル機
､冷却系統は外気状態､使用状i■如こ

適合した出力､容量を持たせ､過負荷及び無理な

は避けねばならない｡

転

(c)主機その他の搭載により重量的に制限せられるの

で､軽量化を計らねばならない｡一例を示せば､同程度

の電気機関

%であるが､本機

(d)機器

ほ機械構造部分の重量割合は約70

草の場合は約60%となっている｡

置ほ､各種機器がそれぞれ相当の面 を占め､

特に狭軌の場合は窮屈となるので､重量配分及び機器

の保守､点検の見地より十分の吟味を要する.｡これほ

補 の冨Ⅰ式動方式の選定とも関連し､特に冷却装置の設

計は慎蚕に行う必要がある｡

(e〕デイ←ゼル楓 の使用は不可避的に振動及び騒音を

伴う故､乗務員の疲労､

の対策を要する｡

器への影響を考慮して十分

如く計画した｡以下各部門に就き説明する｡

(1)台 重

台 の形式ほ､スワンネック形釣合染付固定枕染式2

軸ボギーである｡木形式の採用は､構造簡単であり､本

機関車の如き低速のものにあっては､蔓巻ばねの 餌な

選定により､釣合作用と相供ち十分な振動特性が得られ

るからである｡台枠は銅板の全熔接構造として､十分の

剛性を与え軽量化を計った｡基礎プレ←キは全輪ブレー

キ､抱合せ制輪子式とし､車体床下の有効な使用と装置

の簡易化を計りブレーキシリンダを各台率に設けてい

る｡手ブレーキは第1端側台頭のみに作用せしめねぢ式

である｡筒益気式砂撒装置を有し､各年輪毎に砂箱を設

けている｡又第2,第3動軸にはそれぞれ電気式速度計及

び機械式積算距離

(2)董 体

草体の形式は中

台とし､端

を取付けている｡

形で､逆転華は横向き単運転

体ほそれぞれ対称に主機その他を配してい

る｡機器配置の概要ほ第2図に示す如くで､道転用機器

の酉己置は 己操作が容易な如く､又各 楼器の配置は保

守点検に便利なように考慮されている｡第3囲(次頁参

照)及び第4図は 転 端矧5第の室

の機器取付の状況を示している｡

体(機関室)

体台枠は全熔接で組立て､主機取付及び入換用に備
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第3図

Fig.3.

逆 転 茎 樽 岩(逆転台)

Operating C三b Equi主〕1Tlerlt

(｢~co三1tTOISt;三nd､)

第4図 運転室橙 器 (制御機器箱〕

Fjg.4.OpeT･atlng Cab Equipment

(ContTOICompartment〕

第5図 端 車 体(機関室)

F王g.5.Er】gine Room

えて頑丈な構遷とした｡即ち断面の形状は第£図に示す

如くであり､断面係数の有効な使用を計っている.｡草体

ほ特に3.2m皿鋼板を外板とし､優美な仕上りと剛性を

期しており､運転室内部は総木張を施して､防環､防音､

防寒の対策としている｡端頚体ほ主機取付のため､大き

な取外し屋碍を有し､更に磯周の点検蓋が設けてある｡

第6図 幸

エ研

台 韓断面 形∴状

Fig,6.Section of Underframe

第7図 三三 磯 組 立(機関軋)

Fig.7.Assembly of Power Plant

(Eilgine Side〕

中央車体下面には燃料タンク､蓄

るが､燃料タンク及び蓄

池箱､元毒気溜があ

池箱ほ3点で支持せられ津体

台件の産みの影響を避けている｡主機及び放熱器の取付

はそれぞれ防振ゴムを介して行われ､防振､防音を期し

ている.｡筒製鉄所の高温作業に備えて機関車前部に遮熱

板が取付けられる｡

(3)空気装置

SM-3塾直通室気ブレ←子､砂撒､制御及び警報の各

置を有する｡基気圧縮機は C-600塾2台を有し､主

発電機端よりベルト駆動とし､元窒気溜は400Jl箇を

有する｡

(4)ディーゼル機関

本横は李朝用として設計せられた高速デイ←ゼル機関

で､その外観､主要目及び特性曲線をそれぞれ策7図､

第1未設び第8図に示す｡

木機は極めて小型容量で､8気筒楓 であるから振動

も少なく､又国鉄標準型としての動力車への使用実績は

その 顔性と部品の互換性及び補給を確保しており､国

産草葡用ディーゼル機関としては最高水準のものであ

る｡今回は使用条件の吟味により､ 標三 出力150HP
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第8図 DM‡I17A型ディーゼル機関性能曲頒

Fig.8.Performance Curves of DMH17A

DieselEngine

第1表 DMH17A型ディーゼル梶閑雲日表

Tablel.Details of DMH17A DieselEngine

造

シ
直
仝
圧

僅

同

棲
準
景
七

グ

方

行
グ

ソ
×
ソ
縮

暁

径
り

¶ソ

シ

出
回
ピ
平
出

回

出
∴
Ⅲ

噴耕鷺

潤
撚
詞

i背

1払

乍ノT

所…….一振興造機粛式会社

式…‥.水冷4サイクル直列

式‥.
‥.渦流･於姪室

数‥‥‥
.､8

程……130mlllX160皿m

手ゾと勾速度.

効 圧 力.

力.

転転数...

力‥.

敬‥.

射 ポ ン プ‥

方 式‥.

消遠

..16.9∂J

..16
130HP

.1,400r.p.m.

.7.511】/sec

..4.921(g/cm2150HP

.1,500r.p.m.

.200HP
‥ 2,000r.p.m.

‥.ボッシュ型
指事ポンプ圧送式

嚢 量‥….220gr/IJP/11r以下
機‥‥遠心型､電磁空気式4

_琵調速〔1,400,1,100,
800,500r.p.m/)

__⊆1.
且･･･

1,350】てg

l

l

J

f
l｣〔｢十 ~▼~≒ 盲 十1_｢⊥lJi▼｣封‖lJlヨ

/
/
/
/
/
/
/
/
/
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第9図 冷却及び暖房_装置

説明図

Fig.9.CoolingandHeatir]g

System

第10図 潤滑装置説明図

Fig.ユ0.Lul)ricating System
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(1,500r･p･m･)を130HP(1,400r.p.m.)として使用

し､十分な余裕を与えて苛酷な長期使用に備えている｡

吸気は大型のオイルバス 過器を用いて塵挨の侵入を

防ぎ､排気ほ十分な容量の消音器により騒音を防止して

いる｡

冷却装置は第9図に示す如く､放熱器は分割コア十型

で､夏季及び製鉄所の高温作業を考 して十分･の冷却能

力をもたせてある｡冷却フアンほ機関よりベルト駆動せ

られ､その前面に設けられたシャツタ←の操作により､

気温の変動に応じて適当な風量が与えられる｡サ←モス

クツトは始動時及び冬季の過冷を防止し､過 に対して

ほ電気的保安装置を有する｡別に冷却水を利用した温水

燃料タンクほ750仁を有し､電気式燃料計が取付けて

ある｡

潤滑 置は第10図に示す如く､潤滑油の冷却は分割コ

アー型放熱器により､冬季過冷に対してほシャッターが

用いられる外､切換栓により放熱

倍油圧低下に対しては

デイ←ゼル

機関

をバイパス出来る｡

安装置を設けてある｡

気機関事に於ける

に於ける滅三逮≡

気機械はデイ←ゼル

置に相当するものである｡デイー

では機関の速度を変化させると同時に､機関

の出力を有効に使用するため､滅

て機関車の

歯専の菌数比を変え

度を調整しているが､ディーゼル 気機関

専では機矧よ常に一定速度で回転し､機関車速度の如何

に拘らず定格出力を出すように 気機械を設計してい

る｡換言すれば磯僕博の佐用速度範囲内に放てほ首動的

に牽引力が変化し､機械の効率を一定と考えれば機

の出力は常に一定となるように

が要求される｡

このためにほ発

革

気機械を設計すること

機の特性を機関車の速度に拘らず､

その入力が一定となるようにすればよいので､発電機の

効率を一定と見倣せば､IL′曲線はγ×′が一定となる

ようにサメtばよい訳である｡

発電機はその大きさにより電流値

によって制約され､

約される｡一方

†n 及び整流召巨力

庄ほ磁気回路の飽和等によって制

流値ほ機関車の牽引力に関係するが､

その最大牽引力ほ磯 草の粘着重量の25%乃至30%で

あって､それ以上の牽引力ほ不要であるこ又電圧ほ機

専の速度租 係するが､速酌ま機械的強度の限界内でな

ければならないから､これにも自ら制限がある｡従って

上記の 係は常時使用される牽引力､速度の範囲内で成

立すれほ実際運転上十分である｡

第11国 主発電模及 び励磁機接続図

Fig.11.ConnectionDiagramofMainGenerator

and Exciter

従来上記目的を達するた捌こ､小形機関車に於ては発

閣は分巻又は裡 横聞出力とは回転数の

変化によって平衡する所謂レンブ式が採用された｡大形

機関 に於ては昇圧撰文は励磁機を用いているが､別に

その界磁 流を調整するための複葉任な

る｡本機関車に於てほ発

置を右してい

機はディーゼル機関に直結き

れ､他励巻線iこより励磁される他励発 磯であって上記

特性ほ発電機軸よりγベルトで駆動される励磁機によつ

て与えられる｡しかも励磁機を制御する特別の装置を有

せず､その 棟入力を一定とするように設計され

ている｡従って本装置に於ては励磁機の設計に最大の努

力が払われた｡

励乾機は第11図略図の如く2箇の磁気的に完全に独立

した磁路(A,β〕*lを有し､各様路は一定

磁される巻線薫,f去 と主発

圧により励

流により励磁される

巻線賞,賞を有する｡*2･fl,薫は和動に､彗ノ賞は差

動に巻かれている｡これ等各巻奉泉の主発電機電流に対す

る起磁力ほ第12図(a)に示す通りで､これによる誘起電

圧は同園(b〕に示す｡即ち磁路Aは磁路別こ比して飽和

皮を低く違憲してあるので､発電機電流′に対し〝1の如

き電圧を発生するが､磁路月は発 機の特性に合わせて

適当に飽和させてあるのでγユの如き電圧を発生する｡従

って合成無負荷電圧ほ〃1と〃2の代数和で〃0となり､

負荷特性はがとなるから発電機の入力が一定となるよう

に壬員失を考慮に入れてそのIL′曲線を決定し､その場

合の励磁 流にこのび曲線を比例させればよい｡この場

合間題となるのは叛曲線即ちβ横路の飽和曲線である

が､これは磁路の形状を適当に選定してこの目的を達成

している｡倍賞,f占の強さを加減することにより或程

造となっている｡第13図ほ機E と主

発 機を組合せ試験した場合の実測値で､上記特性が実

証せられている｡本磯はA磁終に2極､β磁路に2極を

用新案第380772
*2

実用新案第394726

号

号･
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第12図 励 磁 櫻 特 性

(a)･超磁力ー主発電機

(b)電 圧一主発電機

･､;こ

電

Fig.12.Characteristic CurveS

説 明 図

流曲線

流曲線

of ExciteI･

(a)二M.M.F.pMain GeneratorCurrent

(b)E.M.F.-MainGeneratorCurrent

右し､ 磯子は4極の渡巻として巻線長を減じ､刷子4

箇を有しているのであるが､第11図でほ説明の便宜上2

極巻で刷子2置盲の場合を示した｡筒本機負荷は一定抵抗

であるから電圧の高い場合に 流も多くなるので､小容

量､低電圧にも拘らず捕趣4箇を備えている｡倍達格は

0･61⊂Ⅵr であるが､励磁機の特性として機関 速度の高

い場合に出力が増大するので､電流値で2倍､出力で

2･41くW にも蓮 耐えるように設計してある｡これは発

機の他勒雀現に放ても同様に設計されている｡

動機と

はディーゼル機関始動の際は蓄電池をこより始動

して動作するため始動J甘直巻 裸を有する｡従

来この始動番場ほ単に始動時に倍増されるの見であった

が､太機では常時他軌巻線の一一部として使用する*よう

設計し軽量化を計っている｡

構造に克たいてほ特

発

する点はないが第14図写真の如く

機､励磁櫻共に溶接構造として春 械駒倍顆皮を高め

るとともに､何れも機関軍室内に配置されるので牛密閉

*特許出願中､出棺会名昭28-2

へき

掛壱

∴古

〟

､

第13図

Fig.13.
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霞 り)

械閑と組合せた場合の主発電機特性実測値

Measured Characteristic CurveS Of Main

Generator Combined with DieselEngine

第14図 主 横 組 立(発電機側)

Fig.14.Assembly of Power Plant

(､.GeneratorSide)

自己通風形せ搾用した｡発 機の反機 側には 串を

有L､l′rベルトを三村柳･こ張って励磁機､補助発電機を

同汀針こ駆動し､又別に空気圧補機を駆励している｡励磁

機ほ上記特性を与･えるために磁気枠ほ2つ割にし実録板

iこよって磁気朗に絶 している外鎧蓋に依る磁気的干渉

を考慮して』,β,2つの磁路の中性点でのみ るように

特別の考慮を払ったので磁気干渉は全ぐ認められなかつ

た｡
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第15図 主 電 動 機 特 性 菌 繰

Fig.15.Characteristic Curves of Main Motor
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第1■6図 35tディーゼル電気機関車特性周線

Fig.16.Characteristic Curves of35t D王esel

ElectricI-OCOmOtive

評 論 第35巻 第5号

第17図

Fig.17.

37l{W 主 電 動 機

371(W Ⅳhin Ⅳ壬otor

(2)37kW主電動機

主電動機ほ並列に2台701;W主発電機に接続されて

使閏される｡太機関草は構内i･こ放て入換用に使用される

ので速度は低く牽引力の大きいことが望まれる｡然も全

閉形を採用しているので 動機は益々大きくなる傾向を

右するので平歯革2段減速として 動機の回転数を高

め小形重量化を計った｡端子電圧250Vに放ける特性は

第15図に京す｡機関革の使用速度範囲が り大きくない

ことゝ発電機の一定入力特性の範囲が広いので電動機の

直､並列切換､弱界置等は一切行わないで十分の特性が

得られる｡(貰1`図)

茶け図写真の如く本機は工場に放ける苛酷な条件に対

し十分信頼出来るように全閉形を採用したr_従って塵挨

が如何に多くとも運転に支障を来す心配ほない｡又製鉄

所の実情を考慮して歯華精は特別に頑丈にしてある｡本

機も他の回転機と同様出来るだけ鉄板の溶接構造とし機

械的､磁気的に信頼度の高いものとLた｡

(3)3kW補助費電機

補助発

;)

出

機はデイー∴ピル機関の如何なる速度に於ても

ミ
喜
蒜
適
評
草
云

賢
ざ
葺
こ
一
也
臣
撃
上
｢
コ
し
･
.
{

且幸三渋 けJノノ;ツ)

第18図 補助発電機電圧 回転数曲線

Fig.18.Voltage-r.p.m.Characteristic Curves

Of Auxiliary Generator

1鱒-
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ーー定電圧を発生することが必要である｡未機E
ほアイド

気 機 関 革 に 就 い て 801

リング500r.p.m.より途中2段階の速度はあるが3ノ

ッチ1,400rβ.m.迄変化する｡木蘭は励磁磯と共に主

発電機事由端の港調草によりⅤベルトで駆動され､主発電

｣関連度1,400r.p.m.の時2,500Lp･m･となるように設

~計してある｡広範囲の連荘変化に対Lて一定電圧を発生

する装置としてほ列軍点灯m発電機があるが日立製作所

にはその特性の優秀さが既に立証されているHl発電

1磯rl)がある｡本捕助発 機はこの首L発電磯と同一原理

により890r.p.m.より 2,500r,pJn.迄窪電圧を発生す

るように設計した｡試験結果は第18図に云す通りで､ア

イドリングに放ても63V発生し､蓄電池の売

国路､灯回路に電力を供給することが出来る｡

〔Ⅴ〕制 御 装 置

デイ←∴ビル電気機関叩の制御装置ほ小

､制御

軽量で信頼性

の高いものでなければならぬことほ一般電気草間の場合

と同様であるが､更に機関を遠方頂作するための特殊機

器及び1

維

問を保護するための保安装置を有し､又接触器､

器等の制御磯器ほ悸て機関の振動に対し安達したも

のでなければならない∴本機関車は電磁式及び

式の間扱制御装置により2組の主機を中央の

磁空気

転室に於

て総括制御出来るようになっており､制御回路電圧は48

V,灯回路電圧は2･1Vを採用している｡全回路の結線図

及び礪器名称は第21図及び第2表(次頁参照)に元す通

7りである｡

〔り 機関の始動及び停止

ディ←ゼル機関の始動放び停止は運転宅にある始動ス

イッチ(第19図)によって行われる｡

開を始動するにほ､主発電機を蓄電池を電源とする

直毛電動機として使岡することほ前述の通りであるが､

~始動に先立ち約37Aの

室内を加

栓に流して 伐

し寒冷時に放ける始動を容易ならしめるよう

になっている｡この加熱状 は態 より相当の違いが

あるので､運転士商に於て計器盤上にある予熱栓標示灯

により予熱状態を知ることが出来るようになっている｡

頂台動の場合にほ約700A以上の

竃庄が低下するので､始動と同時

部を短絡して予

叉両機関を同

気的の銭金≡

流が流れて

予に

蓄聞瞬

抵抗の一

電流の減少を防ぐようになっており､

に始動することが無いよう機碓的及び電

置を設けている｡

が始動すれば潤滑油庄が上昇するので､圧力スイ

ッチが動作して運転室の赤ランプを消灯し､始動の完了

した事を運転士に知らせ､又これと同時iこ補助発電機竃

庄によって動作する電圧継 器により首動的に始動回路

を開放するようになっている｡

第19囲 始 動 ス イ ッ チ

型STS 式DPr2

Fig.19.Engine Starting Switch

Type STS Form DP-2

舞2()図 主 :幹 制

ヽ!■＼=

御 器

式3A

Fig,20.M;1Ster Control!er

Type MNG Form3A

始動が終つ 約ま関 500r.pJn.の低速でアイドリ

ソグの状態を続けているが､機 の調子をみたい場合に

ほ主幹制御器を中立の位置に置いて主ハンドルを操作す

ることにより機関宰を発草せしむることなく機関の回転

数を上昇させることが出来る｡

機関を停止せしむるには補助継

始重わスイッチにより

楓〔し

J
′
ぺ

供掛燃ばて断

器の自己保持回路を

用の電磁弁は消磁さ

を断つので機関ほ停止する｡倍

事故その他緊急の場合にほカノビスイソテにより両機関

を同時に停止させることも出来る｡

(2)機関室の速度制御

ー･般 気串輔の主幹制御器は数′ソテ乃至十数ノッチ

を有しており､運転士は軍を加速するために電流計を見
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第21図

Fig.21.

第 2 衰

Tab王e2.

35t デ ィ ー ゼ ル電気械閑車仝回路結線図

Schematic Di2gram Of35t DieselElectric Loccmotive

仝回路結線図(第21図)用機器番号 と 名称表

Ij王st of Electric Equipments三n Sehematic Diagram Fig.21

発 電 力 行 回 路

主発電械‥. 2′ノ

主電動機接鯖器‥.

主接鰯部

竃磁コイル

主篭居り械…

電 機 子

界磁線輪

適:重責 =器

主

連

接餞部

動

前進コイル

後進コイル

主発電樵閃電流計分流器‥

三三 発 電 擁 補 助 回 路

励 磁 械..

主発電機分巻界琶放電托杭学芸.

主発電機分巻界磁抵抗器..,

主発電機分巻界磁接鯖器...

主捷煽部

電磁コイル

連 動

50

a

l)

51

a

b

2組 52

圧 付 属 回 路

主発電雑用電流計.‥.

主菜電報用電圧計倍率器‥.

主発電鴎用電圧計‥.

接地継電器...

作用コイル

又入コイル

捺 鯖 部

接地継電器作用コイル直列抵抗希...

接地間断路器‥.

御

主幹制借器‥

三三円 胃

逆転円筒

械関輯勤スイッチ...

第一唇関円筒

第二戟関円筒

制御スイッチ...

叉入スイ ッチ.‥

調速梶加減用電磁弁.

主電動戟開放スイッチ...

急速元一電スイッチ...

r
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補助継電器.

電磁コイル

]婁 胸 部

燃料供給用竃磁弁‥

潤滑油圧】スイッチ‥.

接触部

紋蓄電薔

補助蒐竃機‥‥

補助発電機電機子

右冒助発電戟用励磁樵電機子

論功充電磯用ヒューズ…‥･

励磁磯界磁抵抗器‥‥‥‥.･

5

6

7

9

0

1

5

5

｢〇

【hU

6

6

3

3

3

3

3

3

潤滑油圧表示灯.‥

冷却水温度警 ブザー

励磁擬界磁接鰯器‥‥‥.

主接鯖部

電磁コイル

連 動

裾助発電機用励磁磯界磁=抵抗器‥

電圧湛乍昆券直列抵抗器‥‥.

電圧継電器‥‥.

電圧コイル

接 俄 部

充電回路開放器.

充電継電器.‥‥

電圧コイル

電流コイル

接 触 郡

充電継電器電圧コイル直列抵抗器‥‥･

充電接賎業.‥‥.

主按鰯部

竃磁コイル

連 動

充竃拭瀧庖絡按鰯器‥.

主接触部

一電磁コイル

連 動

充電抵抗音詩‥

充電回路元線用ヒューズ.‥

充電回路用電流計分流器‥.

低圧配電盤‥‥

制御回路円スイッチ

灯回路用スイッチ

制御回路用ヒューズ

灯回路用ヒユ←ズ

2

2

2組

1

2

1

O

1

2

3

4

5

5

5

5

5

3

3

3

3

3

灯.

灯.

室 内 灯.‥..

計 器 灯…..

辛抱灯栓受.‖

a

b

362

363

364

365

370

a

b

371

a

b

372

a

b
7
3

3

冷却水温度スイッチ.

暖房用電動送風機‥.

手 提 灯.‥

燃料指示装置‥.‥‥

指 示 器

発 信 器

低圧層路用電圧計….

低圧回路用一温圧計切換スイッチ･‥

充電回路局電流計...
燃料指示 置直列拭抗器

前照灯用スイッチ‥‥

スイ ッチ

2

2

2

1

1

1

l
1
2
組
2

1

ヒューズ l
標識灯用スイッチ…………………･ト 2

スイ ッチ l

ヒュ･-ズ

室内灯周スイッチ.‥.

スイ ッチ

ヒ･ユrズ

計器灯用スイッチ‥..

スイ ッチ

ヒュトーズ

潤滑油圧表示灯局スイッチ.‥

スイ ッチ

ヒュ←ズ

冷却水温度警報ブザー用スイッチ.‥

スイ ッチ

ヒュ･-ズ

暖房用電動送風器スイッチ‥川
･･ト

スイッチ l

ヒュr-ズ

燃料指示装置間スイッチ‥.
スイ ッチ

ヒューーズ

速度計開発`冠機川.‥‥.

速定計用補隈器‥‥.‥‥

速度指示計‥‥.‥.

0
1
▲

蔦
二
月

a

b

C

4

5

5

5

5

4

4

4

4

54

蓄電池開放器.‥･
始動回路関東器･‥

機関始動接礪器‥･‥

主]妾鰯部.

電磁コイル

連 動

予熱プラグ接鴇器...

主接鰯都
電磁コイル

連 動

予熱プラグ直列粁抗短絡按騙器.

主接髄部

電磁コイル

連 動

予熱プラグ表示器.

予熱プラグ直列抵抗器…...‥‥

機関始動予熱プラグ‥.

∴24セル
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第22図

Fig.22.

調速級Ⅲ減嗣電抱弁

調 速 検 知 強 弁 説 明 図

Explanatory Diagram of Regulating Valve of Speed Governor

ながらノッチを進めてゆかねばならぬ不便がある｡又ノ

ッチ進めが自動的に行われるものと拒もノッチ毎の牽引

力が不連続的に変化するため不快な衝撃が生ずることを

免れ得ない｡歯革により動力を伝達する方式のデイーゼ

ル撰E 専に於てはこの不快は特に甚だしい｡

然るにディーゼル 気機関膏に於てほ主発

動機との特性の組合せにより､機

大なる間ほ主菜 圧は低く､機

が減少してゆくに従って

磯と主電

専起動初期の電流の

が加速して電流

圧が上昇してゆくので､常に

機関の出力を一杯に利用しつゝ牽引力が平帽に変化して

ゆくので､ノヅチ進めの煩わしさが無いばかりでなく､牽

第23図 充乍琵継電器

型RB 式AU-1

Fig.23.Charging Relay

Type RB FormAU-1

力の不達 的変化による不快も全くないわけである｡

太機関車の主幹制御器(第20図〕には｢切｣以外に3′

ヅチ設けられているが､これほ機関の遠JL､型

ね圧力を

速磯のば

磁空気式に3段階に変化せLめて(~第22図)､

負荷に応じた出力を速足するためのものである｡即ち軽

負荷の場合或いは低加速を希望する場合には第1ノッチ

を選べば機関の出力は1台当り約60HPとなり､重負荷

の場合或いは高加速を希望する場合にほ第2,第3ノッ

チを使用すれば桜閑出力はそれぞれ90HP及び130HP

に上 し､常に負荷に応じて

とが出来るこ

第24国 電磁接髄器(充電回路用)

型UC 式MI一-5

Fig.24.Magnet Contactor

TypeUCFomML-5

料を経済的に使用するこ

第25園 充 電 抵 抗 器

型RRF 式L-250-1A

Fig.25.Battery Charglng Resistor

Tさ′peI～RF Fom L-250-4A.

T貯~~~■~
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第26図

Fig.26.

第27図

Fig.27.

805

も■鵠笥圭■｣りぷダ

潤滑油圧スイッチ及び冷却水温スイッチ

Lubricating OilPressure Switch and

Cooling Water Temperature Switch

接地継電器

Ground Relay

型RG 式B-2

Type RG Form B-2

第28図 電 磁 按

型UC

紙 器(始動回路用)

式Ml.一30A

Fig.28.MagnetContactor(forStartingCircuit〕
T)▼pe UC ForIⅥML-30A

第29図 電 磁 接 触 器(主電動機回路用)

型UC 式Ⅳ江｢20B

Fig.29.Magnet Contactor(for Main Motor

Circuit) Type UC Form ML20B

(3)充 電

機関の始動及び制御回路､灯回路の

望ミノ
Fl 池は機関速度カ

電機によって充

源となっている

500r.pJn.以上になれば常に補助発

行われ､蓄

電設備を設ける必要がない｡又片

いる場合にも､両機関がともに

充

車の如く別に充

関のみカ 転されて

る場合をこも､

抵抗が自動的に調整されて常iこ同一の充

が行われるようになっている｡特に短時間で蓄電池の消

托を回復したい場合には 転墓の急速充

投入しで置けば､約3時間率の

出来る｡第23図は充

用スイッチを

流で充電を行うことが

継電器､第24図は充

許､第25図は充電抵抗器を示す｡

(4)保 安装 置

デイ←ゼル機関及び電気装置を

回路用接触

護するためiこ本機関

中には次の如き保安装置が設けられている｡

ディーゼル機関運転中に潤滑油圧力が0･61てg/cm2以

下に低~F-うーれば機関が焼付く危険があるので圧力スイッ

チにより 転室の赤ランプを点灯して

と同時に燃料供

転士に知らせる

用電磁弁を消磁して機関を停止せしめ

るようになっている∴叉機謂冷却7kの温度が90〇C以上

になれば温度スイッチが動作してブザーを鳴らし運転士

に危険を報知するようになっている｡第2咽はこの圧力

スイッチ及び温度スイッチを示すものである｡

侍接触器の動作順序は 気的錯錠装置により確保され

ており､誤動作等による事故の発生を未然に防止してい

る｡叉絶縁破壊その他で主回路等に接地事故が生じた場

合には直ちに接地

を無

㌍(第27図〕が動作して主発

庄とし事故の拡大を防止している｡本機関車に使

用されている接触器及び鮭 器の主なものは て可動部
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が重力平衡型の耐振 造のものを採用しており､機冒 の

振動等により誤動作の生じないよう考慮が払われてい

る｡第28図は始動回路用 を､又第29図は主電

動機回路用電磁接触器を示すものである｡

〔ⅤⅠ〕結

鉄株式会社では楓

蒸気､デイ←ゼル

車の選達にあたり

関車等各種機関車に就いて

菖

第､蓮転の経済比較等を検討された末デイ←ゼル

関草採用の結論に達し本矧

電池､

重に性

気機

導出硯の動機を得たもの

で､その御英断に感激するとともに責任の重大なことを

感じ関係者一同設計に製作に全力を傾注してこゝに完成

を見､すでに述べた通り我国に放ける戦後最初のデイー

一ビル 気機関革として斯界の期待と注目をあつめてい

る｡倍本機 転遅の は今後の 八州遠鉄 の在り方を指示

する1データーを供給するものであり､ディーゼル革輔

の今後の発展に寄与する所大なるものがあると信ずる｡

終りに臨み富士製鉄株式会社室蘭製鉄所娼係各位の絶

大なる御指導を厚く感謝致す次第である｡
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覆い内部通風路を形成する場合､整流状態を外部より観

察するため､カバーをこ硝子窓を設けることが行われてい

る｡これらの考案はこの種カバーに関する一連の改良で

あって､第393983号は図面に示すように硝子宣旨りカバ

ーの側壁3及び正面壁4を一体に構成し､その脚枠5に

一ミ･-ス2上を滑るコロ6を設け､軸受箱10の左端に固

定した補助壁7を残して､カバー主体を鎖線で示す位置

まで石方に移動し得るようにしたものである｡また､第
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側 面 図

附 修

393984号はカバー側壁3にカバーを図の鎮繰位置まで移

勤したとき､軸受箱10に設けた 子11の中心線y-y

と一致する中心綿∴㌃一方を二持った扉8を設けたもの､

更に第394736号の考案はカバーのj工面壌4に設けた多

数の硝子窓Cに蝶番アを附けて各硝子窓を下方に開き得

るようにしたもので､これらの考 は何れもカバー内部

の整流子､刷子等の点検及び修矧･こ便宜を与えもって直

流機の保守を容易にしたものである｡ (滑 川〕

カ バ ー 正 面 図
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